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　 ご紹介 にあずか りま した五 十嵐 です。旅行 の
分野か ら現在の取 り組みお よび今後 の取 り組 み
について少 しお話 をさせていただ きます。皆様
のお手元 にA4の1枚で簡単 なレジュメを入 れて
お きま した。大 きく三つに分 けて,1番 目は旅行
マーケ ッ トの現状 を数字あ るい は事 実 を含 めて
お話 しします。2番目に,わ れわれは具体的 にど
んな取 り組み をしているのか,あ るいは しよう
としているのか。3番 目に,今 後いろいろな企業
活動が行 われ るに当た り,ど ん な点 を課題 とし
て認識 しているのかをお話 ししたい と思い ます。
　最初 にマ ーケ ッ トの現状か ら少 しご説明 しま
す。 このグ ラフは2005年1月か ら12月の中国へ
の渡航者の国別の数値です。1位が韓国350万人,
日本338万人,以 下 ロシア,ア メ リカと続 いて
います。 この数字が最終 的 に発 表 された と き,
われわれ旅行業 に携 わる人間 としてはか な りシ
ョックで した。 この統計 は20年くらい中国国家
旅遊局か ら出ていますが,過 去 すべ て 日本が断
トツで トップで した。2005年は4月 に半 日デ モ
が起 きて,観 光に行 かれ る方 を中心 に何十万 と
い うキャ ンセルが出ま した。その結 果 こうい う
数字 になったわけです。
　 ただ し,毎 月数字が 出ていますが,2006年7
月 までの累計 を見て も,鼻 の差で韓国が トップ
です。韓 国恐 るべ しといい ますか,日 本 と韓 国
は競 ってい ます。あ とロシア,ア メ リカが続 い
ていますが,ロ シアは長い国境線で移動 してい
る人 も含 めていますか ら,北 京,上 海 に入 る方
は もう少 し少ないか なとい う感 じです。最近増
えているのが ドイツ,フ ランスなどですが,EU
で合計す るとアメ リカと同 じくらいの方が来 ら
れています。中国に入 るこ となのでイ ンバ ウン
ドとい う表現 を使 っていますが,こ れが第一の
市場です。
　一方,中 国の方が海外旅行 をされ ます。 どん
な ところ に行 っ てい るので し ょうか。 これ は
2004年の統計ですが,合 計が2885万人,2005年
は3100万人 を超 えました。現在 日本か らの出国
者 は約1700万人ですか ら,日 本 の市場 の2倍 弱
で しょうか。 これが いま急速 に伸 びてい ます。
ただ,よ く見 ます と2885万人の うち香港,マ カ
オで2000万人です か ら,そ こで6～7割 とい う
感 じです。
　 ただ しこのデータは,出 国 をす る際 に出国 カ
ー ドに書いた行 き先 です。本人が書 く行 き先 は
だいたい第一訪問地 で,最 終 目的地 ではない こ
とが多 いんです。 したが って香 港 で乗 り換 えて
どこかに行 く場合 も香港 しか書い ていないこ と
が多 い。 この表によると日本 は102万人 ですが,
同期 間 に法 務省が取 ったデー タで は62万人で
す。 したがって40万人の方は,日 本 に向かって
出ますが,成 田でオース トラリア便 に乗 り換 え
る,ア メ リカ便 に乗 り換 え る とい うこ とです。
そ うい うわけで最終 的な 目的地のデー タとして
は必ず しも正確 なもので はあ りませんが,時 系
列で見ているとだいたいの傾 向値 はわか ります。
いずれにせ よ海外旅行者 は非常 に増 えています。
　 増 える原因 となったのが,中 国 と各国が結ん
でいる約束事の中で行 ける国が増 えた ことです。
い ままで商用 で行 く場合 は問題 なか ったのです
が,観 光 に行 く場合 は各 国がい ろい ろな制限 を
つ くってい ました。83年に初 めて香港 とマカオ
に行 けるようにな りました。 そのあ と88年と90
年 にタイ,シ ンガポール とマ レー シアに行 ける
ことにな りました。その次,98年の韓国 まで時
間が空 いて います か ら,中 国にお ける海外旅行
の走 りは東 南アジアの3力 国,タ イ,シ ンガポ
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一ル,マ レーシアです。シ ンマー タイとい う造
語がで きる くらい に大変はや りました。 日本 の
海外 旅行 の最初の行 き先がハ ワイ,香 港 あた り
で したが,そ れに近 い くらい多 くの方が この3
力国に行かれています。
　 90年代の終 わ りになって,行 ける国が加速度
的 に増 えて きま した。98年の韓国 に始 まって,
99年にはオース トラリア,ニ ュージーラン ドが,
中国の各地域全部OKで はないのですが,北 京,
上海,広 州な らいい よと開放 しま した。 日本は
2000年に北京,上 海,広 東省にまず オープンし,
2004年に さらに1市4省 を足 して,2005年に全
地域 開放 に至 って います。特に2004年にヨーロ
ッパ各 国が オープ ンになって,中 国の海外旅行
熱 に火がつ き,2005年,2006年は休 みになる と
ヨー ロ ッパ大 ブーム とい う感 じが します。 中国
か ら外 に出るので アウ トバ ウン ドといい ますが,
そのへんが第二のマーケ ッ トにな ります。
　 3番目に,デ ータの代わ りに2冊の本 を持 って
きま したが,国 内旅 行です。統計 に よる と1年
に約1億 人の方が 国内旅行 をされてい ます。今
週末 か ら国慶節 の休 みが始 ま りますので,い ま
何千万人の方が動いています。
　 中 国に行 くとよく旅行の本 を買 って きますが,
これ は中国を 自家用車で旅 をしようとい う本 で
す。 中身は4WDで 中国の辺境 まです っ飛 ばして
行 こ う。 四川か ら雲南,チ ベ ッ トの奥,新 彊省
の奥 まで僻地 を行 こう。それ も10日,2週間か
けて行 こ う。い ままで長距離の移動 とい うと列
車で30時間,40時間 とい うのはあ りましたが,
こういうかた ちの移動,レ ジャーは,中 国でい
ままで考 え られなか ったこ とです。 それが高速
道路が発達 し,お金があれば4WDも買 える中で,
一部で急速 に増 えつつ あります。
　 同 じ国内旅行 で,中 国の古い村 に行 こう。北
京,上 海は別 ですが,一 歩 中国の中に入 ります
と,明 か清 の時代 に タイムス リップ した ような
小 さな町がいっぱいあ ります。 いままで はとて
も行 けなかったのですが,高 速道路です ぐそば
まで行 ける ようになって,バ スで大挙 して来て
い ます。湖南省 の鳳風 や貴 州省 の雷山,日 本 で
はあ まり聞 きなれ ない ところですが,国 内旅行
で大挙 して来 てい ます。これが第三の旅行 のマ
ーケ ッ トです。
　あ る特定の部分 にスポ ッ トを当ててお話 しし
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ます と,こ れは 日中間を結 ぶ中国東方航空の路
線図です。い ま日本か らはJALさん,　ANAさん,
中国か らは大手3社,中 小数社が運行 してい ま
すが,大 手 の うち上海ベースの中国東方航空 の
路線図です。ぱっと見ておわか りになるとお り,
日本の地方都市が大変多いんです。合計15都市
あ ります。 これだけの 日本 の地方路線 を持 って
い る海外 の都市 はなかなか あ りませ ん。 いまソ
ウルが14都市,グ アムが7都 市 くらいです。 こ
うい うかたちのネ ッ トワー クがで きる とどん な
人の動 きが起 きるか というと,地 方 の人 にすれ
ば羽 田か ら成 田に行 って どこかに行 くよ り,上
海 で乗 り換 えて中近東や ヨーロ ッパ に行 ったほ
うが早 いケースがあ ります。 そう した航 空券 も
マーケ ッ トにはか な り出回ってお り,上 海 は北
東 アジアのハブにな りつつあ ります。
　 もう一つ,わ れわれのビジネス に関連 します
が,日 本全 国の人 を呼んで海外 で大 きなイベ ン
トをや る場合,た とえばハ ワイを選 んで,北 海
道か ら九州 までの人に来て も らお うとして も,
い ま札 幌 も仙台 も広 島 もホ ノルル便が な くな っ
たので,関 空か成 田に来な けれ ばい けませ ん。
それ よ りは上海で イベ ン トを開けば,各 地 か ら
まっす ぐ行 けます。2000名規模 の ビッグイベ ン
トをい くつか手がけ ましたが,上 海はそ うした
場所 に もな りつつあ ります。
　 上海 は最近ホ ッ トですが,こ れは上海発 日本
行 きの航空便 です 。飛行機会社 ごとのタイムテ
ーブル をエ クセルに入れて発 時刻 でソー トした
ものです。左上 に記号があ りますが,MU279,
これ は東方航 空の略ですが,札 幌行 き発時刻8
時15分,到着12時20分,これは 日本時間です。
※印は毎 日運航ではな く,週 に3便とか4便 とい
う意 味です。二つ下のJAL620,関空行 きで8時
50分に出てll時55分に着 く。◎ は毎 日運航。皆




　 この間こんな経験 を しま した。私 は午後便 で
上海か ら日本に帰 ろ うとしてい ました。上海の
空港 はいつ も大変混 んでい ます ので,少 し早 め
にまい りましたが,た また まその 日は空いてい
て,チ ェックイ ンも無事終 わって さっ と中に入
れ ました。 ち ょっ と時問が あるか ら本屋 で も行
こ うか と思 って,本 屋 で本 を読 んで い ました。
そ うしたらアナ ウンスがあって,「日本航空成田
行 きのお客様 は急 いで何番 ゲー トにお進み くだ
さい」。慌てて見た らフライ トの番号が違 うんで
す。おか しい なと思 った ら,右 のほうにJAL792
成田行 き14時10分があ ります で しょう。私 の乗
ろ うとしたのはそのず っ と下のJAL614,15時
55分です。時計 を見 た ら2時 です。チ ェンジで
きる航空券で したか ら,1便前に換 えればよかっ
たんです。 これは札幌 か福 岡に国内出張 してい
る ような感 じです。 い まその くらいのボリュー
ムの フライ トが上海 と日本 の問で動いています。
以上が イ ン トロで,い まわれわれが取 り組んで
いるマーケ ットの数字や ら事実の話です。
　 そ ういう中で,私 どもは中国で どの ようにビ
ジネスを進めようとしているのか とい う話です。
私 どもは82年に北京事務所 をつ くったあ と,上
海事務所,広 州事務所 をつ くり,2000年に世界
で も初めて現地 との合弁で,ち ょうど21世紀 に
なる ものですか ら,新 紀元 い う名称 の旅行社 を
北京 につ くりました。2004年に,コ ンサルティ
ング会社 を3カ所 につ くりました。05年,06年
と会展 とい う名前がついている会社が二つあ り
ますが,こ れはイベ ン ト&コ ンベ ンシ ョンの会
社です。2006年のJTB上海 は100%独資ですが,
今年中 にス ター トさせ ます。以降,い ろい ろな
ビジネスを展 開 してい きたい と思っています。
　 皆様のお手元 に折 りたたみの冊子 を入れ てい
ますが,こ れはわれわれが現在あ るいはこれか
ら取 り組 もう としてい るビジネスの中身です。
これを細か く説 明 し始 める と時 間が足 りないの
で,参 考 として1点 だ けお話 ししたい と思 いま
す。そ れはわれわれが視察旅行 を どんなふ うに
とらえて取 り組 んでいるか というお話です。
　 世 の中には,国 を超 えて成功す るビジネスモ
デルを追求 したい とい う欲求が あ ります。場合
によっては,経 済体 制 を超 えて直面す る問題 を
解決 したい とい う欲求 もあ ります。JTBグルー
プは現在世界 に70カ所 ほどの現地法人を持って
い ます が,現 地法人ない しは在外支店がいろい
ろなか たちで視 察先 を探 します。それ は団体,
会社,い ろいろなところです が,情 報が一番 ホ
ッ トで,か つ意見交換 で きるない しは話が聞け
る ところ を探 します。それ を一定 のフ ォーム化
して,日 本のJTBサイ ドに送 り,JTBのお客様
にい ろ い ろ な視 察 モ デ ル を ご提 案 します 。 そ の
結 果頼 む よ とい う話 に な る と,こ うい うか た ち
で流 れ るわ けです 。
　 これ は ア メ リカの 例 で,視 察 の分 野 とそ の数
です 。 福 祉,金 融 な ど,い ろ い ろ あ ります 。一
つ だ け具 体 的 な例 をお話 し し ます と,ワ シ ン ト
ンにThe　Federal　Emergency　Management
Agencyがあ ります 。連 邦 レベ ル の組織 で,包 括
的 な危 機 管 理 をや っ て い ます 。 そ う した機 関 と
コ ン タク トを取 っ て い る 中 で,い ろい ろ な視 察
に 関す る ミー テ ィ ン グが で き ます 。 右 にハ ザ ー





こん な ものが 彼 らが認 識 す る危 機 です 。
　 私 は90年代 にア メ リカ にい ま した が,当 時 シ
ス テマ テ ィ ック なか た ち で危 機 管 理 情 報 を集 め
る の は,ア メ リカの ほ うが一 枚 上 だ った 感 じが
します 。 最 近 日本 の 自治体 あ る い は企 業 も危 機
管 理 レベ ル は高 い で す が,特 に阪 神 ・淡路 大震
災 の あ と,こ う した 分 野 につ い て 日本 の 地 方 自
治体 の 関心 が 高 まっ て,視 察 の仲 立 ち をず い ぶ
んや っ た記 憶 が あ ります 。
　 ヨー ロ ッパ は福 祉 が多 く,こ れ は ス ウ ェー デ
ンの ス トック ホル ム の例 で す が,包 括 的 な福 祉
政策 に 自治体 と して どうい うふ うに取 り組 む か。
あ る い は個 別 のテ ー マ で,高 齢 者 ケ アや 障 害者
リハ ビ リを ど うす るか 。 そ う した テ ーマ に特化
した か た ち で視 察 が で きる よ うに セ ッテ ィ ング
します。
　 中 国 の場 合,福 祉 や 危 機 管理 の た め に 日本 か
ら行 くの か とい え ば,必 ず しもそ うで は あ りま
せ ん 。 これ は一 つ の 例 で す が,上 海 で1個68元
の 日本 の リ ン ゴが 売 れ る とい う記 事 が 出 た こ と
が あ ります。2004年9月 に共 同 さ ん が配 信 した
ニ ュ ース です 。 ち ょっ と読 ん でみ ます と,「日本
の 果物 を中 国市 場 に本 格 的 に売 り込 も う と 日本
貿易 振興 機構(JETRO)上 海 セ ン ターは20日上
海 市 の 百貨 店 に常 設 の 日本 果 物 コー ナ ー を設 け
試験 販 売 を始 め た。 出 品 され たの は青 森,岩 手,
長 野,茨 城,鳥 取,熊 本 の6県 の リ ンゴ とナ シ
の8種 類 で,最 も高 い の は熊 本 県 産 の ナ シ の新
高1個88元(1175円),安 い の は青 森 県産 の リ ン
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ゴの陸奥や鳥取 ・長 野両県産のナ シの二十世紀
28元。一般のスーパ ーに並ぶ中国産のナ シや リ
ンゴは1キ ロ10元以 下で,日 本産 はかな り高級
品 といえ るが,早 速訪 れた中国人 は試食 し,甘
味 が 中国産 よ り濃 い とま とめ買 い を してい っ
た」。
　 これ はJETROさんが リンゴとい うモノを動か
した一つの例 ですが,モ ノが動 くとき人が動 く
わけです。岩手や青森 の方 は,保 冷技術 は どう
なんですか,輸 送技術 は どうなんです か,上 海
以外 は どうなんですか と関心 が高い。 そうい っ
た ときには,先 ほ どアメリカや ヨーロ ッパの例
を挙 げ ましたが,わ れ われの ビジネスの感覚で
現 地の庸報 を集め,日 本 にフィー ドバ ックす る
ようなネ ッ トワー クを持たない と,な か なかい
いかたちの企画がで きませ ん。 この リンゴのケ
ースにはわれわれは絡んでい ませ んが,こ うい
うものが今後い くらで もあるわけです。 したが
ってそ うい う意味の ネッ トワークづ くりをぜ ひ
や りたいと思ってい ます。
　 体制 を超 えた関心事 に対 して,わ れわれがハ
イ レベ ルな情報 を武器に ビジネスをす る。 メー
カーさんで も同 じですが,そ れ によって価格競
争が避 け られ るとい う考 え方です。 これは一つ
の例 としてお話 ししま した。
　 最後のテーマです が,そ うい うかたちで ビジ
ネス をやろ うとす る中で,ど ん な課題があるの
か という話です。1番 目は開放 と規制 といい まし
ょうか,開 放 されているけれ ども,ま だ規制が
残 っているとい うテーマです。中国は2001年12
月 にWTOに 加 盟 しま した。そ の際 に産業 ごと
に,い わば開放 の工程表 を作 成 しました。旅行
に関 して は3段 階の開放のスケ ジュールが発表
され,2001年12月の段 階では,合 弁 ならいい よ,
ただマイノリティだ よ。資本金は400万元以上,
場 所 も数 カ所 だけ とい う もので した。ただ し3
年 以内にマジ ョリテ ィを可能にする し,資 本金
の額 も下げ る。6年以 内,つ ま り2007年12月ま
でには全額 出資 を認め ま しょう。 こういうもの
が最初にマクロの方針 として出 ました。
　 中国の監督官庁 は中国国家旅遊局ですが,実
際の動 きは発 表 された もの と少 し違って,2003
年 になって外資独 資旅行会社暫定規定がで きま
した。本当は2007年まで待たなければな らない
のですが,外 資に独 資,つ ま り全額出資 を認め
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ま しょう というこ とです。ただ し,冒 頭 に三つ
の大 きなマーケ ッ トの分野を申 し上げ ましたが,
外資 に海外旅行 は開放 しませ ん。複数 の会社 の
設立 は認め ません。支店 もだめです。旅行 と航
空 は行政的 に別で,航 空 は別 の官庁が監督 して
い ますが,外 資 は国内航 空券 の取扱 いはだめ と
い うことになってい ます。
　 したがって旅行会社 としてはあ る部分の業務
はで きますが,海 外旅行 は全然で きません。 い
ろいろなかたちでつ くった もの を販売ネ ッ トワ
ー クで売 る とい う行為が で きません。 まだ十分
な活動 ので きるイ ンフラがで きてい ませ ん。 こ
うい うもの をマクロの視点か らどうい うか たち
で解決 に向けてい くのか とい うのが,わ れ われ
の大 きな課題です。
　 ちなみ に外資 の暫定規定がで きてか ら,日 本
の旅行会社 もどん どん出ていて,2003年にはジ
ャルパ ックさん,04年には日本旅行 さん とANA
セールス さん,05年には近畿 日本ツー リス トさ




　 ほかの産業の動 きに も着 目してい ます。 た と
えば保 険業界は全体 の工程表 の中で,2004年12
月の段 階で全規制 が撤廃 されてい ます。た だ,
現実に 日本 の損保,生 保が具体 的な活動 を どの
くらいで きているか とい うと,い ろいろな とこ
ろで フルにはで きていない ようです。サー ビス
産業 は開放 がやや ゆっ くりとい い ましょうか,
個別制限的な ものが残っています。
　2番目の課題は,旅行 とい うより一般的な話で,
社会 の透明性が企業活動 に及 ぼす影響 です。10
年ほ ど前 の朝 日か 日経か忘 れ ましたが,小 さな
囲み記事で,Transparency　I ternationalとい う
組織が発表 した国の透明性 という記事 があ りま
した。 これ は ドイッにある,か な りレベルの高
いNGOです。各 国か らいろいろな文献,フ ァク
トシー トを集めて,世 界 の国の透明性 を数値化
してい ます。 どうい う方法でや っているか,あ
るい はどん なソース を使 ってい るか,も し興味
があ りました ら,Transparency　l ternationalを
インターネ ットでチェックして ください。
　 ここではその2005年版で結果だけご覧 いただ
ければ と思 いますが,透 明性 が高い国か ら順 に
並 ん でい ます 。 ア イス ラ ン ド(1位),フ ィ ン ラ
ン ド(2位),ニ ュー ジ ー ラ ン ド(2位),デ ンマ
ーク(4位) ,シ ンガポー ル(5位)で す。
　 10年前 にそ の記 事 を見 た と きは そ うい うの が
あ る のか とい う くらい に しか 思 って い な か った
ので すが,私 は2000年か ら2004年まで シ ンガポ
ール に駐 在 して ,香 港 以 南 の ア ジ ア各地 の現 法
の ビ ジ ネス を見 て い ま した 。 あ る と きは あ る国
の国 税 と対応 した り,ま た あ る と きは あ る 国 の
裁 判 所 に行 っ た り,や や こ しい 部分 をず っ とや
って い ま した 。 そ うす る と国 の仕 組 み の根 っ こ
みた い な もの を感 じる んで す 。 そ こで私 が見 た
ア ジ ア の世界 は,こ こに出 て くる順 番 とそ っ く
りで す 。 そ れ 以 来,私 は この 表 は信 頼 に足 りる
な とい う感 じを持 って い ます 。30位 くらい まで
が ま と もな国 です 。30位か ら下 が る とい ろ い ろ
な こ とが 少 しずつ おか しい。
　 39位が マ レー シア,イ タ リー と韓 国 は40位 で
す。 タイ ラ ン ド(59位),ブ ラジ ル(62位)が
あ りま して,今 日のお話 の 中国 は ラオ ス(77位),
中 国(78位),モ ロ ッ コ(78位),ス リ ラ ンカ
(78位)と並 ん で い ます 。 さ ら に下 る とイ ン ド
(88位)や イ ラ ン(88位)が あ っ て,ベ トナ ム
(107位)があ っ て,ロ シ ア(126位)や イ ン ド
ネシ ア(137位)が あ ります。 日本 は21位です 。
　 さ っ き国税 の 話 を しま した が,こ れ が 税 金,
あ る い は 国が そ の 国 の お金 を どの く らい 表 で把
握 して い るか,い ろい ろ な とこ ろ に関係 して き
ます 。右 にい け ばい くほ ど不 透 明 さが どん どん
増 えて い って,二 重 帳 簿 み た い なか た ち に なっ
て,役 人 が幅 を きか せ て わ い ろ を要 求 す るみ た
い に な ります 。 中 国 は イ ン ドネ シ ア ほ どで はあ
りませ ん が,こ の く らい に位 置 してい る とい う
フ ァク トが あ る。 一 方 企業 活 動 は一 定 の コ ンプ
ラ イ ア ンス が求 め られ ます か ら,そ こ との接 点
が ど う して も問題 に な る。産 業 に よって接 点 は
ば らば らだ と思 い ます が,こ のへ んが 共 通 して
ぶつ か る問題 です。
　 3番 目の課 題 は純粋 に旅 行業 の話 で す。 申 国の
監 督 官 庁 は中 国 国家 旅 遊 局 とい うこ とは 申 し上
げ ま した が,2005年4月 に トップが 代 わ って,
い ま はnq　偉 さん とい う方 で す。 そ の方 が ど う
い う方 針 を発 表す る のか と興 味 を持 って い ま し
た。2005年8月に全 国大会 み た い な もの が あ り
ま して,か な り長 い ス ピー チ を され ま した 。発
表 された内容 を読 み ました ら,中 国における旅
行 は今後大発展す るが,旅 行業が この ままで大
発展す る とは思えない。 む しろ大変危機 的な状
況にある。旅行業 の現状 を改善 しない とまず い。
部内会議ですか ら相当激 しく言われています。
　 どういう認識か とい うと,こ ち らにあ るのが
qR偉 さんの認識 ですが,「こんな荒いかたちで
やっていると市場 か らの挑戦 に直面す るで しょ
う」。 こんな荒っぽいことをや っているとお客 さ
んか らそっぽを向かれるよということです。 「旅
行業で働 く人全体 の資質 とお客様 の高度な要求
との問に大 きな乖離 を生 んでいる」。お客 さんの
ほうがよっぽ ど知識が豊富になって くる。
　 では どうす るんですか。右 のほ うに何 点か書
いてい ます。 「旅行業の資質 を全面 的に向上 させ
る ことが必要であ る。旅行 に関す る法整備 を さ
らにい っそ う強化 しなければ ならない。信用 に
基づい た体系 をお客様 との間 につ くって,旅 行
市場 を規範化 するこ とが必要であ る。全 国旅行
品質向上計画を実施する」。
　右下 の2行 目の ところに誠信 とい う言葉が あ
ります。誠実みたいな意味 ですが,こ の10月か
ら始 まる国慶節 に当た って,国 家旅遊局 がメ ッ
セージを投 げています。一つは 「誠信服務」,提
供する側がまっとうなサー ビスをして くだ さい。
もう一つ は 「文明旅遊」,旅行 をす る人は もっと
マナーを守 って旅行 しなさい。 これが旅行 に対
す る国のメッセー ジです。い ま行 政 は特 に誠信
とい う言葉 をベースに動いてい ます。
　翻 って,中 国 と日本 の旅行業の発展 を比 較 し
てみます。旅行業 とい うと皆 さん は 日本 の旅行
業 を見 るわけです が,ア メリカの旅行業,イ ギ
リスの旅行業,日 本 の旅行業 と少 しずつ違い ま
す。航空会社 やホテル との関係,あ るい は全体
の規制が どの くらい緩和 されてい るかで,で き
あがって くる旅行業のかたちが違ってきます。
　 日本 の場 合 は,私 ど もJTBも そ うです が,
1960年代,70年代 くらいに航空 ・鉄道の予約機
能 として発展 した経緯が あ ります。市中店舗 を
全 国に張 り巡 らし,お 客様 に対 して対面でチケ
ッ トの販売 をする。 さらに進む と,旅 行会社 自
身が主催旅行 をす る。パ ッケー ジ旅行やパ ック
旅行 といっていますが,ル ック,ジ ャルパ ック,
エース,赤 い風船 な どです。それ をで きあが っ
た市 中店舗 で対面販売する。 さらに90年代か ら
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最近 にな ります と,旅 行商品 も多元化 して,品
質重視,価 格重視 い ろい ろな ものが出て くる。
流通の過程 において も対面販売 だけでな く,イ
ンターネッ トや新 聞などいろいろな方法がある。
これが 日本の旅行業がた どって きた道です。
　 もう一つの道があ りま して,イ ンバ ウ ン ドと
書 きましたが,60年代,70年代 で国内の旅行が
大 はや りす る少 し前 くらい に,外 国の方が 日本
にいっぱい来 られた時期があ ります。1ドル360
円だ った ときです。 日本か ら海外へ行 くお客 様
が外 国か ら来 るお客様 の数 を上 回ったのは1971
年です。 以来,日 本か ら海外へ行 くお客様 は増
えて1700万人 になって,い まお越 しの方 が600
万 人 くらい しかいない。 これではまずい とい う
ことで,も う一 回イ ンバ ウン ドを再生 し,国 の
観 光立国 とい う大 きな方針 の中でや ろうとい う
のが現状 です。 この間内閣が変わ りま したが,
国土交通大 臣観光立国担当冬柴某 とい うかたち
で名前が出ました。
　 一方,中 国はず っ と長 く問イ ンバ ウン ドが 主
体 で した。 インバ ウン ドはオフィスが3階か5階
にあれ ばいい。対面 の路面 店舗 は要 りませ ん。
そ ういう意味で,90年代か ら急 に国内旅行,海
外旅行 を発展 させ ようと思 って も,販 売 ネ ッ ト
ワークが ないんです。そ うす ると,イ ンターネ
ッ トや新 聞に単純 に 「東京 ・大阪7日 間6800元」
しか出ない。そ の隣 に 「東京 ・大阪6日 間5000
元」 とあ った ら,こ っちのほうに行 く。 こうい
う感 じにな って,そ れが郡_偉 局長が危惧 され
ている質の低下を招いているわけです。
　 ただ,先 ほ ど申し上げま した ように旅行産業
は国によって違い ますので,中 国で も新 しいか
たちがで きて くるで しょう。それに対 して,わ
れ われ は一定の役 割 を果 た してい きたい と思 っ
てい ます。一番 下 に数字が書 いてあ りますが,
日本 か ら中国に333万人が行 き,中 国か ら日本
に62万人の方がお越 しになる。 この62万人が今
後 どんどん増 えてい くし,増 えていかねばな ら
ない。
　 とい うときに,い ま申 し上げている旅行の満
足 をつ くる仕組 みは,日 中間相 互に影響 し合 っ
てい る。悪いほ うに引っ張 られる と,悪 貨が良
貨 を駆逐 す ることにな ります。 では旅行の満足
とは何 ですか とい うと,異 なる文化 の心地 よい
吸収,あ るいは透 明性 のあ る旅行条件,一 言で
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いえば旅行の価格 と価値 のほ どよい一致みたい
な もので しょうか。そ うい うもの を一緒 になっ
てつ くりあげていかねばな りません。
　 そ うい う 目線でい うと,先 ほど旅遊局長の言
葉 をい くつか書 きましたが,あ る面で は目線 は
一致 してい ます。われわれ も間もな く上海に出
ますが,認 可 を受ける ときに旅遊 局長の ところ
に行 きましたが,ぜ ひ旅行業 を健全化 する方 向
で力 を尽 くしてほ しい と直接 言 われてい ます 。
われわれ もぜ ひそ うい った方向を含 めて,先 ほ
ど視察旅行 の話 を しま したが,高 度 なかたちの
ビジネスを展 開 してい きたい と思 っています。
　時間 にな りましたので,こ れで終 わ らせて い
ただ きます。 どうもあ りが とうございま した。
